
2020年12月　足利赤十字病院
病診・病病連携推進委員会　地域連携課

■ 東武伊勢崎線「北千住駅」（東武特急りょうもう号）より「足利市駅」まで約1時間
　 「足利市駅」下車　タクシーで6分
■ JR両毛線「足利駅」下車　タクシーで8分／「山前駅」下車　タクシーで3分
■ 北関東自動車道　太田桐生ICより10分／足利ICより20分

地域連携課
■ T  E  L ／ 0284-20-1374（直通）
■ F A X ／ 0284-21-4135
■ E-mail ／ byoushin@ashikaga.jrc.or.jp
■ 担　当／ 石川・松村・永澤・川島

〒326-0843 栃木県足利市五十部町284-1
https://www.ashikaga.jrc.or.jp
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理　念
患者の皆さまがかかってよかった
職員のひとりひとりが勤めてよかった

と言える病院を創ります。

放射線科
栄養課

　現在世界中に蔓延している新型コロナウイルス感染症（COVID-19）も災害の一つです。クルーズ船
ダイヤモンド・プリンセス号でのCOVID-19アウトブレイクに際し、私（高橋副院長）を班長とする救護班が
2月14日から16日まで船内活動を行いました。毎日の朝と夕に厚労省の事務官、検疫職員、DMAT、救護
班、医師会、自衛隊員など多職種が集合し、活動報告と刻々と変わる感染状況への対応、活動方針などが話
し合われました。前任の救護班からの申し送りでは、疲弊している医療室スタッフをサポートすることが我々
のミッションでした。当時は37.5℃以上の発熱がCOVID-19のスクリーニングに用いられていました。発熱
患者はDMAT隊員が対応するので、発熱のない即ちCOVID-19でない患者が診療対象のはずでした。し
かし実際は異なりました。最初に診察した患者は68歳の女性、主訴は体動時の息切れで体温36.8℃でし
た。呼吸数24以外は異常を認めませんでしたが、気にかかり胸部レントゲン撮影を行うと両下肺野にすり
ガラス様陰影を認め、明らかにCOVID-19の所
見でした。自衛隊によるPCR検査の後、受け入れ
病院を探し救急搬送しました。３日間で計33人
の患者を診療し、５人
をCOVID-19として下
船させました。任務終
了後は14日間の健康
観察期間に入り、職場
復帰後のPCR検査は全
員陰性でした。今も感
染拡大に歯止めがかか
らず、第三波の到来を
迎えております。どうか
先生方におかれまして
はマスク着用と手指衛
生の徹底をお願いいた
します。

クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」船内活動報告

個人防護具（ＰＰＥ）を着用して
船内活動を行う高橋副院長

クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」で船内活動を行った救護班
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医局長 就任のご挨拶

心臓血管病センター　沼澤洋平先生の心臓カテーテル治療施行患者におけるヘモグ
ロビン／クレアチニン比と院内予後の関連についての臨床研究論文が海外の英文雑誌
Journal of Clinical Medicineに掲載されました。
題名：Association of the Hemoglobin to Serum Creatinine Ratio with In-Hospital Adverse Outcomes after Percutaneous 

Coronary Intervention among Non-Dialysis Patients:Insightsfrom a Japanese Nationwide Registry (J-PCI Registry)
著者：Numasawa Y, Inohara T, Ishii H, Yamaji K, Kohsaka S, Sawano M, Kodaira M, Uemura S, Kadota K, Amano T, 

Nakamura M, Ikari Y.
発表：J Clin Med. 2020 Nov 10;9(11):E3612. doi: 10.3390/jcm9113612.
リンク貼り付け先：https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33182592/

本年度4月より病診・病病連携推進委員長を拝命いたしました外科の
伊藤康博と申します。日頃より、患者様の紹介や逆紹介にご協力賜り誠に
有難うございます。地域連携室では、地域の先生方からの御紹介をスムー
ズに行い、さらに質の高い医療を提供し社会貢献できるよう心掛けており
ます。

当院の医療圏は足利市だけではなく近隣の市町村、両毛地区全体に及
んでおり、近隣の先生方からの御紹介件数は、全科で年間約1.7～1.8万件

（月平均約1,500件）と非常に多く頂いております。地域全体で、より質の高い医療を提供するためには、
地域の先生方との円滑な連携が非常に重要であると考えております。コロナ禍により交流の機会が制限
される現況ではありますが、今後も可能な限り情報提供や面談等で「顔の見える関係」を構築し、連携
が取りやすい環境を整えるよう努力して参る所存です。この関係により連携を深め、当院の病院理念の一
つである「患者の皆さまがかかってよかったと言える病院」を目指し、貢献していきたいと思います。

地域全体でより良い医療を提供するために、地域連携を一層深めるべく、役割の一端を担って参りた
いと思います。今後とも御指導、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

病診・病病連携推進委員長 第三外科部長　伊藤 康博

診療部長等 就任のご挨拶

筆頭著者の沼澤先生らは日本心血管インターベ
ンション治療学会（CVIT）が運営する多施設心臓
カテーテル治療（経皮的冠動脈形成術：PCI）レジ
ストリー（J-PCI registry）のデータを用いた臨床
研究に応募し、PCI施行患者におけるヘモグロビ
ン／クレアチニン比と院内予後の関連についての
臨床研究論文を発表しました。

これまでの先行研究からPCI前のヘモグロビン
低値（≒貧血）やクレアチニン高値（≒腎機能障害）
が術後治療成績の悪化に強く影響することが知ら
れていましたが、これらの因子の複合的な影響に
ついて調べた研究はほとんどありませんでした。

今回、沼澤先生らの研究グループは2017年に
日本で施行された約16万件に及ぶ心臓カテーテ
ル治療データを解析し、個々の症例における術前
の血液中のヘモグロビン値とクレアチニン値の比

（Hgb/Cr ratio）によって周術期リスクを層別化
できるかどうかについて調べました。その結果、
Hgb/Cr ratioが低い症例ほど、死亡や出血を含
む周術期合併症リスクが高く、特にHgb/Cr ratio
が10を下回る症例においてその傾向が顕著であっ
たことがわかりました。

本研究の結果から、先行研究からわかっていた
ような重度の貧血や重度の腎機能障害を有する症
例のみならず、軽度の貧血と軽度の腎機能障害を
合併した症例においても心臓カテーテル治療にお
ける周術期合併症リスクがかなり高まることが示さ
れました。このような大規模データベースからの
研究結果を参考にリスクの層別化を行うことで、
心臓カテーテル治療に伴う合併症発生率の軽減に
つながることが期待されます。

この論文は2020年11月10日に海外の英文誌で
あるJournal of Clinical Medicine誌に掲載され
ました。

2020年9月より足利赤十字病院医局長を拝命した沼澤洋平と申します。
私は2011年4月より当院で循環器内科医として勤務しており、早いもので
約10年が経過いたしました。現在は心臓血管病センター：循環器内科部門
部長および研修医担当も兼任しております。医局長としては先々代の浦部
忠久先生、先代の平野景太先生と比べてかなりの若輩者ということになっ
てしまいますが、若さゆえの行動力でこれまでの良き伝統を受け継ぎなが
らさらに令和の時代にふさわしい医局へと発展させていきたいと考えており
ます。私自身も約10年の足利生活において両毛地域の医療体制についてあ
る程度の知識と経験を得ることができたと感じており、この経験を医局長

としての仕事にも活かしていきたいと思います。
　私は医師として臨床、研究、教育の全てに力を入れています。心臓血管病センターでは循環器内科医・
心臓血管外科医でCCU当直体制をとり、24時間常時急患の受け入れを行っています。ほぼ毎日のように
心臓カテーテル検査・治療に携わりながら若手医師とともに緊急症例および入院患者さんの治療に当たり、
専門医育成のための教育に日夜力を入れております。さらに多くの患者さんから学んだことを新しいエビデ
ンスとして臨床研究論文や症例報告論文として数多く発表しております。直近では2020年11月に「心臓カテー
テル治療施行患者におけるヘモグロビン／クレアチニン比と院内予後の関連」と題した臨床研究論文を海
外の英文誌Journal of Clinical Medicineに発表させていただきました（https://pubmed.ncbi.nlm.
nih.gov/33182592/）。当院から発表された論文についての詳細は病院のホームページに適宜掲載させて
いただいておりますので、合わせてご覧いただけると幸いに存じます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

医局長 第一循環器内科部長　沼澤 洋平

心臓カテーテル手技を施行中の沼澤部長（右）

　2020年4月1日付けで健診センター長を拝命いたしました五十棲一男

（いそずみかずお）と申します。私はもともと神経内科部長として当院に赴

任し、現在も第一脳神経内科部長を兼任しておりますが、今回の就任を機

に人間ドックを主業務とするようになりました。人間ドック健診専門医の資

格も受験・取得し、全身の健診に備えました。今後、日本人間ドック学会

の指針を参考にしながら、エビデンスに基づいたup to dateな人間ドック

にしていくよう務めてまいります。診療各部門、事務部門、看護部門、検査部門、放射線部門の方々の日々

のご協力に感謝申し上げます。なお、足利赤十字病院人間ドックは1日10名、週40名を基本としており、

その規模は大きくはなく、各連携病院・診療所様の健診業務を圧迫するものではございません。当院は

当院の特徴を活かした人間ドックを実施してまいります。直近では頭部MRIにVSRAD（ブイエスラド）

オプションを追加しました。アルツハイマー型認知症の早期診断の一助とし、栄養や運動、社会活動に

関する事後指導を充実してまいります。当院ドックの特徴は、ドック専任医を最小限にして、内視鏡など

各部門を専門医が臨床と兼任している点であり、質の高いドックを提供しています。今後ともご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。

人間ドック 健診センター長　五十棲 一男
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このたび2020年10月1日付で第四外科部長を拝命いたしました田中 求（た

なか もとむ）と申します。私は2019年4月1日より足利赤十字病院にて勤

務しており、それまでは現在も所属している慶應義塾大学医学部外科学教

室一般・消化器外科の関連病院にて食道癌・胃癌に対する診療を中心に研

鑽を積んでまいりました。昨今は患者様ご自身から“きずの小さな手術”を

ご希望されることが多く、手術歴がある患者様のご希望にも癌の根治性を

考慮した上で可能な限りお応えできるように努め、食道癌に対する胸腔鏡手術、胃癌に対するロボット支

援手術、腹腔鏡手術を数多く経験してきました。

もともと食道癌は開胸して開腹するという大きな侵襲を伴う治療で合併症リスクも高く入院期間も長く

なる疾患でしたが、現在では指１本程度の孔を胸に5、6個あけて手術が可能となっており、入院期間も

最短では術後約10日間程度となってきています。

両毛地区の食道癌・胃癌診療、消化器外科診療に尽力いたします。今後ともご指導ご鞭撻のほど、宜

しくお願いいたします。

外　科 第四外科部長　田中　求

内視鏡センターの現状
～ With コロナ時代の対応～

副院長（兼）内科部長　室久 俊光
日頃より皆様におかれましては当院内視鏡センターに対して多大

なるご支援を頂き心から感謝申し上げます。
2019年12月から内視鏡センター長を務めております室久です。

副院長、内科部長を兼務しております。今回は内視鏡センターの
現状と新型コロナウイルス感染拡大下における当センターの対応に
ついてご紹介いたします。

内視鏡センターの現状
　当院内視鏡センターでは内視鏡検査室4部屋、放射線透視室2部屋を使用して、看護師7名、洗浄スタッフ2名、
事務1名の体制で業務を行っています。

消化器内視鏡は外科・消化器内科において、気管支鏡を呼吸器内
科・呼吸器外科にて実施しており、2019年度の検査件数は上部消化
管内視鏡4,184件、下部消化管内視鏡1,692件、気管支鏡193件、胆
膵内視鏡501件、超音波内視鏡（細径針による生検を含む）120件、
カプセル内視鏡32件でした。
　また治療内視鏡も積極的に取り組んでおり早期胃癌や早期食道癌
および早期大腸癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）、主とし
て胃と大腸における内視鏡的粘膜切除術（EMR）、内視鏡的胆管ステ
ント挿入術、内視鏡的胆管結石採石術、食道胃静脈瘤に対する内視
鏡的硬化療法、結紮術などを行っています。最近では高齢化に伴い総
胆管結石による化膿性胆管炎の緊急治療が増えており、以前から多かった消化管出血に対する止血術を件数で
凌駕してきています。必要がある場合は原則夜間、休日であっても緊急内視鏡検査・治療を行える体制を整えて
います。またESDも積極的に行っておりますので適応症例があればご紹介頂ければと思います。

新型コロナウイルス対策について
　術前検査として気管支鏡においては全症例でCOVID-19核酸検査
を行い、陰性を確認の上、内視鏡検査を行っています。消化器内視
鏡においては術前に患者さんの体温測定、問診を行い、発熱患者さ
んについてはスクリーニングの場合は検査を延期して発熱がない状態
を待って検査を施行しています。
　また内視鏡スタッフは毎日の体温測定と自覚症状の有無を確認し、
発熱や疑わしい症状のある場合は自宅待機としています。
　術者および補助者は内視鏡学会提言に基づきN95マスク、フェイス
ガードを装着しガウン（長袖）を着用のうえ検査に臨んでいます。ま
た上部消化管内視鏡では患者さんにもマスクを着用して頂き、飛沫の飛散を防いで検査を行っています。
　以上のように新型コロナウイルス下においても感染を予防し安全、安心に内視鏡検査を受けて頂けるように体
制を整えておりますので安心してご紹介頂ければ幸いです。

内 視 鏡 セ ン タ ー

防護具を着用のうえ内視鏡検査を行う室久副院長

内視鏡センタースタッフ　このたび、2020年9月よりリハビリテーション科部長を拝命いたしました
中村智之と申します。私は2013年4月より足利赤十字病院で勤務しており
ます。
　リハビリテーションと言えば脳卒中や整形外科疾患をイメージする方が
多いかと思いますが、現在は機能回復・障害克服をはかり活動を育む医学
として、多種多様な疾患・障害を対象とします。
　当科では医師、歯科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯
科衛生士が多職種で連携し、入院早期よりベッドサイドから機能・能力の低下の予防、改善をはかります。
また、2011年に回復期リハビリテーション病棟50床を開設し、2018年度からは入院料1を算定し重度の
障害を持つ患者様に対しても、急性期より引き続きADLの向上、自宅退院を目指して集中的なリハビリ
テーションを提供しております。退院後は地域の先生方や介護保険サービスに引き継がせて頂くことが多
いですが、高次脳機能障害やボトックス治療、装具作製、障害認定、その他リハビリテーションに関わる
相談は随時外来で対応しております。
　リハビリテーションを通して、足利、両毛地域の医療に少しでも力添えができるよう、引き続き尽力し
ていきます。どうぞ、今後ともよろしくお願いいたします。

リハビリテーション科 リハビリテーション科部長　中村 智之
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　2020年6月より前立腺癌に対して手術支援ロボット（da Vinci）

を使用したロボット支援前立腺全摘除術を導入しました。当院に導

入されている手術支援ロボットda Vinci Xiには、3次元の立体映

像およびズーム機能が備わっており、今までは確認が困難であった

微細な血管や神経が確認できるようになりました。また、手ぶれ補正機能やロボットアームの関節が360度回転

することにより、前立腺摘出後の確実な膀胱尿道吻合が可能となるなど、より精密な手術が可能となりました。

患者さんにとっては、①傷口が小さい、②出血量が少ない、③術後の痛みが少ない、④術後の機能改善が早い（尿

失禁など）、⑤入院期間が短い、などのメリットが得られます。

現在のところは局所限局性前立腺癌に対し、RARPを行っ

ておりますが、今後は手術支援ロボットの低侵襲性、確実性・

精密性を生かし、局所進行性前立腺癌に対しても積極的に

手術療法を検討したいと考えております。地域の皆様により

良い外科医療を提供できればと考えておりますので、今後と

もご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

当院におけるロボット支援
前立腺全摘除術（RARP）の導入

第一泌尿器科部長　西井 昌弘

泌 尿 器 科

平素より皆様におかれましては、当科の診療に対して多大なるご
支援をいただき、誠にありがとうございます。獨協医科大学病院
皮膚科より2020年4月に足利赤十字病院へ赴任し、早くも半年以
上が経過いたしました。外来・入院ともに2人体制で診療を行って
おります。

外来での検査、治療
アトピー性皮膚炎や乾癬といったCommonな皮膚疾患を始め、手足症候群や化学療法による薬疹といった大

規模病院ならではの疾患も診療しております。また、皮膚症状のみの膠原病も膠原病内科と連携し診療しております。
菌状息肉症、乾癬、結節性痒疹、円形脱毛症などに対して光線療法（ナローバンドUVB）も行っており、ナロー

バンド施行目的に他院からご紹介もいただいております。
外来での検査としては皮膚生検、パッチテスト（薬剤、金属）、DLST検査を行っております。手術は主に皮膚・

皮下腫瘍切除術、根治的な陥入爪手術を行っております。週3回、外来手術日があります。
全身麻酔が必要な症例は提携している大学病院で手術を行っております。

主な入院受け入れ疾患
・帯状疱疹や蜂窩織炎などの感染症
・天疱瘡や類天疱瘡などの水疱症疾患
・Stevens-Johnson症候群やDIHSなど
重症薬疹

主に上記疾患に対して入院加療を行って
おります。重症患者には免疫グロブリン療
法も行っており、奏功する症例も多くあり
ました。

他科医師および地域の皮膚科と連携し診
療を行っております。日々精進してまいり
ますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど何
卒よろしくお願いいたします。

当院における皮膚診療の現状

皮膚科　井上 禎夫　大久保 れいみ

皮 膚 科

外来手術の一コマ

外来診療担当医

午
前

午
後

月 火 水 木 金 土

外来手術

井　上
大久保

井　上
大久保

井　上
大久保

外来手術

井　上 大久保
大久保（第1,3,5）
井上（第2,4）
外来手術

2019 年度　泌尿器科臓器別手術件数
分　　類 術　　式 件　　数

腎

腎盂・尿管

膀胱

前立腺

精巣・陰嚢

結石

根治的腎摘除術（開腹）
腹腔鏡下腎摘除術
腹腔鏡下腎部分切除術

5
6
3

腎尿管全摘除術（開腹）
腹腔鏡下腎尿管全摘除術

4
8

ＴＵＲ－ＢＴ（経尿道的膀胱腫瘍切除術）
膀胱全摘除術（開腹）

111
3

ＴＵＲ－Ｐ（経尿道的前立腺切除術）
前立腺生検

10
90

高位精巣摘除術
陰嚢水腫根治術

7
2

ＥＳＷＬ（体外衝撃波結石破砕術）
ＴＵＬ（経尿道的尿管結石破砕術）
経尿道的膀胱結石砕石術

40
57
18

手術を施行した泌尿器科ダヴィンチチーム

ロボット支援　前立腺全摘除術を施行中の様子
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　平素から外来入院診療に対し、また感染症関連では感染管理室にご協力頂きありがとうございます。昨年12
月以降、日本を含む各国で新型コロナウイルス感染症が報告されています。新規感染者数は、11月以降増加傾
向となり、過去最多の水準で急速な感染拡大がみられ病院や老健施設では、感染拡大の原因となるクラスター
が相次いで発生しています。当院では、発生当初より、毎週定期的に各診療科責任者で構成する新型コロナウイ
ルス感染症対策会議を開催しており、そこで検討された様々な対策をCOVID-19患者対応マニュアルに落とし込
み、マニュアルもすでに14版を重ねました。

指定感染症である新型コロナウイルス感染症は、保健所の要請により陽性者は入院となります。現在、入院患
者の受け入れ、他に疑い患者用病床も設けています。更に10月から1階
講堂を活用した発熱外来を立上げ、一般の外来受診者と有症状者の導
線を分離し、安全・安心に外来受診できる体制です。

このように、全職員が感染対策を実践しながら、平時の診療を止め
ることなく、新型コロナウイルス感染症を疑う症状のある患者や濃厚接
触者のPCR検査、また陽性患者の入院要請に対し速やかに対応してい
ます。

感染拡大の要因は、手指衛生や飛沫を防ぐためのマスクの着用など
の基本的な感染対策の不徹底から発生します。実施すべき感染対策を
職員全員が理解し、かつ全職員がそれを実施しなければなりません。

これからのシーズンは人の移動の増加、気温の低下、それに伴う換気
不足にも注意が必要です。本年度の流行語大賞ともなった「3密」を徹
底的に避けると共に継続した感染対策が求められます。

防護具の着脱訓練

栃木県地域災害医療コーディネーターの高橋 孝行と申します。
2011年3月11日に発生したマグニチュード9.0の巨大地震と大津

波は東北及び関東地方に甚大な被害をもたらしましたが、この東日
本大震災での教訓を踏まえ、
栃木県は大規模災害時の医療
提供体制を確保するため、救

急・災害医療運営協議会を発足させました。その中で医療に関する調整の
役割を担うのが「栃木県災害医療コーディネーター」です。災害時のコーディ
ネートチームは県災害本部で活動する統括災害医療コーディネーターと現地
で活動する地域災害医療コーディネーターで構成され、県を県西、県東、
県南、県北、安足、宇都宮市の６つの地域に分け、分科会毎にコーディネー
ターが委嘱され、私は安足地域のコーディネーターに指名されました。毎年、
災害医療体制検討会が栃木県庁で開催され、多職種からなる地域分科会代
表が集まり活動報告と翌年の行動計画などが討議されています。安足地域
は安足健康福祉センター長が会長となり、災害医療コーディネーター、医療
関係機関の代表（医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、柔道整復師
会）、行政の関係者からなる分科会を運営しております。毎年コーディネート
研修が開催され、医療関係機関の方たちも参加しております。

昨年は台風19号の水害で足利市も多大な損害を受けましたが、足利市と
して災害医療対策関係機関担当者会議が10月28日に開催されました。足利
市医師会長の漆原先生が災害対策医療本部長となり、対策本部の設置と関
係機関の連携について討議され、私はコーディネーターの立場で意見を述べ
させていただきました。

災害発生に際し最も重要なことは情報の収集とその共有であり、全ての
情報と命令系統を一本化しないと混乱を招きます。災害拠点病院である当
院に対策本部を設置し、情報を集約しながら足利市医師会、安足健康福祉
センター、関係団体などが協調して活動できるようにすることが災害医療コー
ディネーターの任務と考えております。

栃 木 県 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

栃木県災害医療
コーディネーターについて

副院長　栃木県災害医療コーディネーター　高橋 孝行 感染管理室　看護師長　小林 由美江

当院における
新型コロナウイルス感染症への対応

感 染 管 理 室

発熱外来

玄関検温の様子 検体採取ブース

PCR検査ドライブスルー

栃木県災害医療コーディネーター辞令交付（2014.6）

石巻市での全体ミーティングに参加する高橋副院長

日本赤十字社 近衛前社長とミーティングの様子宮戸島での診療の様子東日本大震災初動班無事任務を終え帰院
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　栄養課は、栄養管理業務9名、給食管理業務(業務委
託)38名で運営しています。入院患者のみなさま、ひとり
ひとりの栄養状態を把握し、「栄養で早期改善」「食べて
早期回復」を実践目標として治療を支える栄養管理に努
めています。
　栄養管理の範囲は年々多種多様となっており、昨今
は食事療法以外にも低栄養・摂食嚥下・がん関連による
ADLが低下するケースに対し、在宅復帰を目指すための
栄養管理内容が増加しています。そのため、入院中は多
職種による栄養管理体制のもと、チーム医療が行われて
います。

チーム医療
　管理栄養士が介入するチーム医療は栄養サポートチー
ム、褥瘡対策チーム、緩和ケアチーム、糖尿病透析予防指
導チーム等々のチームがあり、その他にも栄養食事指導、
回復期リハビリテーション病棟、外来化学療法室、腎セン
ター、人間ドック等々に管理栄養士が介入しています。

栄養ケアの質
　栄養ケア充実のため、管理栄養士の専門資格取得を推奨・
支援しており、病態栄養専門管理栄養士5名・がん病態栄養専
門管理栄養士1名・がん病態栄養専門管理栄養士 指導士1名・
NST専門療法士2名・日本糖尿病療養指導士1名・栃木県糖尿
病療養指導士3名を有し、各々の専任として配置しています。

栄養の地域連携
　栄養介入していた患者さまの退院先は、病院・施設・在宅と
様々です。さらに栄養管理の目標は治療の進み具合や病期、年
齢や家族背景により変化していきます。2020年4月の診療報酬
改正により栄養情報提供の必要性が認められ、当院での栄養
管理の状況を退院時に地域の主治医の先生や栄養管理担当者
の方へお伝えしています。当院での栄養ケアが地域の多職種で
の栄養ケアへと栄養が途切れることなく施行されるよう支援を
行っています。

栃木県食品自主衛生管理認証制度
「とちぎHACCP」取得

入院中の栄養を支えるのは食事です。病気で体力や免疫力
が低下している患者さまに安心安全な食事の確実な提供のため
に取得しました。この制度は食品の安全性を確保するため、
衛生管理の国際基準であるHACCP（Hazard Analysis and 
Critical Control Point）による手法を取り入れて基本的な衛生
管理を確実に続ける事が出来る施設を認証する制度です。

地域の先生方、多職種の方にご指導をいただき、患者さまや
地域の方々に貢献できるよう努めて参ります。よろしくお願いい
たします。

栄養課長　仁平 良子

栄 養 課

放射線科は、放射線診断科：潮田部長、放射線治療科：川口部
長の下、現在２８名の診療放射線技師（医学物理士１名）で構成さ
れております。近年、女性技師の躍進が目覚ましく、マンモグラ
フィーに代表される乳房検査は、CT、MRIを含めすべて女性技師
9名で対応しています。放射線機器がすべてデジタル化されたこと
で肉体的負担が軽減したことや大学での女子学生の増加も女性技
師躍進の要因となっていると思われます。当院の放射線科は、各
種専門技師・認定技師の資格を取得した技師が各部門を管理して

おり、検査・治療の質の向上や若い技師の育成に貢献しております。
近年、画像診断領域での診療放射線技師の業務は様変わりし、検査のみなら

ず、IVRに代表される放射線検査室での治療への関与が大きくなっております。
各領域でカテーテルや内視鏡を用いた手術手技が増加していることが要因です。
現在、血管撮影装置4台（ハイブリッド手術室を含む）透視撮影室2室で、緊
急手術にも備え24時間体制で対応しております。また、腹腔鏡下手術やロボッ
ト手術の普及により、CTやMRIといった画像診断検査では、手術支援のため
の撮影リクエストが増加しており、診療放射線技師が術前ナビゲーション画像
の作成を担っております。

放射線治療科では、昨年度年間429名（図1）の患者様にリニアックによる放
射線治療を実施いたしました。放射線治療はその精度を維持することが最も重
要です。当院では、放射線治療科医師が計画したプランに対し、医学物理士が
精度管理を行ったうえで診療放射線技師が照射を行っております。定位放射線
治療等、高精度放射線治療も開始しており、肺がんの治療の際には当院の320
列CTを活用した4D画像も使用しております。

当院は地域医療支援病院として、地域の医療機関の先生方から紹介していただいた患者様の早期治療を行
うことが使命です。これからも様々な疾患の検査・治療に対し速やかに対応できるようスタッフ一同日々精
進してまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

放射線技師長　久保田 健夫

放 射 線 科

大腸がん術前手術支援画像

リニアック装置
0
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400
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図1　放射線治療患者数の推移

発足時からのNST介入件数の推移　
2019年度より

地域へ向けた栄養情報提供を見据え件数増加
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栄養課 管理栄養士

胃がん術前手術支援画像

術前ナビゲーション画像

医師・歯科医師・看護師・薬剤師・管理栄養士による
栄養サポートチーム回診の様子
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■ 足利市：94施設
あいファミリィクリニック足利
青木病院
青空ひふ科
青柳耳鼻咽喉科医院
あお山クリニック耳鼻咽喉科
浅岡医院
浅原眼科クリニック
足利腎クリニック
足利第一病院
足利中央病院
あしかがの森足利病院
あしかが皮膚科クリニック
足利富士見台病院
あしかがメンタルクリニック
あなはらクリニック
阿部医院本院
天貝ペイン皮膚科クリニック
井岡眼科医院
いかるぎ町内科クリニック
いざわ脳神経内科
井戸川クリニック
今井病院
うるしばらクリニック
大岡胃腸内科
岡田内科
小倉耳鼻咽喉科医院
小沢医院
小平小児科クリニック
小平内科クリニック
落合医院
小野内科消化器科医院
賀川診療所
笠原外科胃腸科医院
鹿島眼科
鹿島こどもクリニック
かしま産婦人科
鹿島整形外科
鹿島内科
柏瀬眼科
かめいクリニック
亀田医院ペインクリニック
亀山産婦人科医院
きねぶちクリニック
行徳整形外科クリニック
くさの小児科
こどもクリニックしまむら
小林内科
小松原ペインクリニック
こんのクリニック
さくら通りクリニック
三瓶医院
柴田クリニック
昌平町こどもクリニック
新山クリニック
鈴木病院
すながクリニック
整形外科かないクリニック
関内科医院
田村レディスクリニック
筑波医院
てらうち内科小児科医院
ときたクリニック
栃木産科婦人科医院
冨田内科医院
富谷耳鼻咽喉科医院
長﨑病院
なかたクリニック

なかみがわ内科・小児科クリニック
中谷医院
中山内科医院
西田医院
はじか外科内科
平沢内科医院
深井眼科医院
福地医院
ふじさわみみはなのどクリニック
伏島医院
伏島クリニック
堀江皮フ科クリニック
本庄記念病院
前沢病院
増田医院
みくりや整形外科
みどり眼科クリニック
皆川病院
みなみ眼科
柳田医院
山浦内科医院
山川ゆい診療所
ゆはし医院
横山皮膚科医院
吉田醫院
両毛クリニック
わたなべ整形外科

■ 佐野市：56施設
相田婦人科内科医院
秋山内科医院
ありさわ眼科クリニック
板橋医院
江面外科胃腸科医院
大野眼科クリニック
岡産婦人科医院
岡田こどもクリニック
小倉医師会通りクリニック
小島内科医院
おぬき内科クリニック
加藤クリニックプラザ
神永皮膚科医院
亀田医院
くすのき整形外科
くまいクリニック
黒田整形外科医院
こばやしファミリークリニック
齋藤耳鼻咽喉科医院
齋藤内科医院
さかい皮フ科クリニック
佐野市国民健康保険常盤診療所
佐野市国民健康保険氷室診療所
佐野市民病院
佐野利根川橋クリニック
佐野西村眼科クリニック
志賀クリニック
清水整形外科クリニック
城山公園すずきクリニック
すがやクリニック
鈴木内科クリニック
関谷内科胃腸科医院
蘇原医院
匠レディースクリニック
竹石内科クリニック
土屋小児科
坪水医院
富田内科クリニック
長島医院
のしろクリニック
馬場医院
平野外科医院
藤田整形外科医院
ほだかクリニック

ほりごめクリニック
増田内科医院
丸山レディースクリニック
緑の屋根診療所
ヤマト医院
山中クリニック
よこづかハートクリニック
柳川小児科医院
吉田耳鼻咽喉科クリニック
両毛病院
若林胃腸科医院
綿引クリニック

■ 太田市：67施設
あい太田クリニック
あいファミリィクリニック太田
新井診療所
荒木医院
有坂医院
石川皮膚泌尿器科
伊藤産婦人科
イムス太田中央総合病院
岩崎医院
うがじんクリニック
えはら内科クリニック
大川眼科
大島胃腸科内科クリニック
太田記念病院
太田協立診療所
太田じんクリニック
太田中央眼科
おおたブレストクリニック
太田南クリニック
荻野整形外科クリニック
鹿山整形外科
川田クリニック
木崎クリニック
喜多村クリニック
くつなクリニック
剣持整形外科
こいそ整形外科クリニック
宏愛会第一病院
小島医院
小林胃腸科医院
小林クリニック
坂本胃腸科医院
佐藤耳鼻咽喉科医院
三枚橋病院
耳鼻咽喉科みなみ医院
下浜田クリニック
秀クリニック
城山病院
杉立医院（ｽｷ ﾀ゙ﾃｲｲﾝ）
杉田内科医院
関口医院内科
宝診療所
たちばな小児科アレルギー科クリニック
東毛敬愛病院
とうもう整形外科クリニック
ときざわレディスクリニック
登田医院
呑龍クリニック
中野医院
なないろこどもクリニック
成田医院
野口皮膚科医院
八幡クリニック
服部・えびすさまクリニック
平原内科・消化器科
深川クリニック
ふくだ耳鼻咽喉科クリニック
藤井レディースクリニック
冨士ヶ丘病院

堀江病院
堀越医院
まえはら耳鼻咽喉科クリニック
みのわクリニック
もとじま整形外科・糖尿病内科
山口医院
山田クリニック
和賀クリニック

■ 館林市・邑楽郡：58施設
阿部医院
新井内科クリニック
板倉耳鼻咽喉科クリニック
伊藤眼科医院
宇沢整形外科
おうら病院
岡田整形外科クリニック
小曽根整形外科
海宝病院
かさはら内科医院
加藤医院
神尾内科医院
川島脳神経外科医院
川田耳鼻咽喉科医院
慶友整形外科病院
県西在宅クリニッック舘林
公立館林厚生病院
ごが内科楡クリニック
後藤クリニック
小林内科医院
こやなぎ小児科
さくま内科胃腸科クリニック
さくらクリニック
佐々木皮膚科クリニック
澤田皮膚外科
しんじょう整形外科クリニック
新橋病院
鈴木眼科医院
高木整形外科
高橋クリニック
たけい小児科・アレルギー科
竹越医院
多々良診療所
館林医院
館林記念病院
たなか医院
田沼整形外科医院
田沼内科医院
千代田医院
つつじメンタルホスピタル
寺内医院
土井レディスクリニック
ハートクリニック
蜂谷病院
はまだクリニック
福田ペインクリニック
富士クリニック・ペインクリニック
星野こどもクリニック
堀越医院
ましも内科・胃腸科
松井内科医院
真中医院
黛泌尿器科内科医院
まりレディスクリニック
三浦医院
ミツワ診療所
森下内科医院
横田胃腸科内科

■ 桐生市・みどり市：52施設
アイダ痛みのクリニック
雨宮内科医院
石川整形外科医院

石川内科クリニック
いずみ内科
岩下病院
大澤医院
大前医院
おりひめ医院
川島眼科医院
菊地医院
岸病院
北川眼科医院
北川内科クリニック
桐生クリニック
桐生厚生総合病院
桐生整形外科病院
くりた医院
クリニック樹
恵愛堂病院
小島内科医院
こんどう整形外科リハビリテーション科医院
斎藤医院
さかいのクリニック
坂本内科医院
さくら耳鼻咽喉科
耳鼻咽喉科設楽医院
昭和皮膚科医院
城田クリニック
新宿医院
鈴木整形外科クリニック
須永医院
赤南診療所
高木病院
たかのす診療所
東邦病院
永田医院
日新病院
はせがわ循環器内科クリニック
長谷川整形外科医院
ひきた小児科クリニック
日野医院
藤井内科医院
藤江醫院
星野クリニック
前川内科医院
松井内科医院
三丸医院
矢部クリニック
山口クリニック
大和病院
わたらせリバーサイドクリニック

■ 栃木市：2施設
あまがい内科医院
小松原医院

　　　　　　　市町村別・五十音順

■ 足利市：64施設
青木歯科医院
麻野歯科医院
足利デンタルクリニック
アシコタウン歯科
アベ歯科
阿部歯科医院
阿部歯科クリニック
天海歯科診療所
いもと歯科医院
いもと歯科医院（八椚）
植木歯科医院
大川歯科医院
岡田歯科クリニック
岡林歯科医院
おかむら小児歯科クリニック
おざわ歯科医院
柏瀬歯科医院
春日丘歯科
加藤歯科医院
かなえ歯科クリニック
河内歯科
かわまた歯科医院
きが歯科医院
久保田歯科医院
小林歯科医院
小林歯科クリニック
コム中島歯科
近藤歯科医院
さくら歯科
櫻井歯科医院
さくらい歯科クリニック
歯科あべクリニック
しのだ歯科医院
しのだ歯科クリニック
鈴木歯科医院
須永歯科医院
関根歯科クリニック
添野歯科医院
田辺歯科医院
長歯科医院
つるた歯科クリニック
とき﨑歯科医院
戸塚歯科医院
とば歯科医院
セントラル内藤歯科医院
中島歯科医院
ながしま歯科・口腔外科クリニック
ながせ歯科医院
なかたに歯科
西田歯科医院
２丁目石井歯科医院
はぎわら歯科医院
ほり里小林歯科
マキオ歯科医院
松井歯科医院
松島歯科医院
むらかみ歯科・矯正歯科
やまもと歯科医院
吉岡歯科医院
よしたに矯正歯科

若田部歯科医院
若林歯科医院
渡辺歯科クリニック
わたらせ歯科クリニック

■ 佐野市：51施設
相田歯科医院
あきくさ歯科クリニック
芥川歯科医院
安蘇谷歯科
アップル歯科クリニック
新井歯科医院
安藤歯科医院
飯塚歯科医院
石井歯科医院
植木歯科医院
ウエキ歯科クリニック
えづら歯科クリニック
おおしま歯科医院
おおた歯科・小児・矯正歯科クリニック
大橋歯科医院
大畑歯科医院
岡村歯科医院
落合歯科医院
かどわき歯科クリニック
かめのこ歯科医院
亀田歯科医院
公園にれい歯科
ごとう歯科医院
こん歯科クリニック
齋藤歯科医院
さくら歯科
塩野谷歯科医院
島田歯科診療所
スマイルスマイル歯科
たかはし歯科医院
長島医院歯科
長島歯科医院
中村歯科医院
奈良原歯科
楡の木歯科医院
パール歯科医院
橋本歯科医院
長谷川歯科医院
ひまわり歯科医院
峯岸歯科医院
三井歯科医院
目黒歯科医院
やすげ歯科クリニック
柳川歯科医院
山内歯科クリニック
山口歯科クリニック
湯本歯科医院
よこづか歯科
横塚歯科医院
よこづか歯科クリニック
米山南歯科診療室

■ 太田市：14施設
あい歯科クリニック
飯塚歯科医院
おおたモール歯科
木暮歯科医院
ゴスペル歯科クリニック
須藤歯科クリニック
竹部歯科医院

田中歯科医院
中野歯科医院
野村歯科クリニック
備前島歯科医院
ヒデ・デンタルクリニック
ふじい歯科・小児歯科
山鹿歯科医院

■ 館林市・邑楽郡：23施設
石井歯科医院
石山歯科医院
岩崎歯科クリニック
おおいし歯科医院
岡田歯科医院
久保田歯科
斉藤歯科医院
齋藤歯科クリニック
高志歯科医院
武安歯科医院
ちよだの森歯科診療所
なおき歯科医院
根本歯科・矯正歯科医院
野本歯科クリニック
浜田歯科医院
ひだまり歯科医院
ほりこし歯科クリニック
まちだ歯科医院
まつもと歯科医院
みやけ歯科医院
森田歯科医院
山川歯科クリニック
横田歯科クリニック

■ 桐生市・みどり市：30施設
相生なかじま歯科医院
井本歯科医院
大塚歯科クリニック
加孝歯科クリニック
金子歯科医院（相生）
かねこ歯科医院（境野）
桐生歯科医院
香村デンタルクリニック
小林歯科医院
小林歯科クリニック
古室歯科クリニック
小森谷歯科医院
斎藤歯科医院
坂爪歯科医院
さくらぎ歯科医院
須藤歯科医院（桐生境野）
須藤歯科医院（桐生東）
須永歯科医院
高島歯科医院
田島歯科
とおる歯科医院
鳥羽歯科医院
中島歯科医院
松本歯科医院
三丸歯科クリニック
森下歯科クリニック
山﨑歯科医院
百合歯科医院
わかつき歯科
わたなべ歯科クリニック

　　　　　　　市町村別・五十音順

登録医療機関一覧

当院は地域医療支援病院としての機能を果たすため、地域の医療機関と協力・連携して医療を実施しています。連携する医療機関は登録
医としてご登録いただいており、現在、足利市94施設、佐野市56施設、太田市67施設、館林市・邑楽郡58施設、桐生市・みどり市52施設、
栃木市2施設の合わせて329施設の医療機関にご登録いただいております。

歯科登録医は182施設にご登録いただいております。登録医療機関数（医科・歯科合計511施設）        （2020年12月1日現在）

医科 合計
329 施設 歯科 合計

182 施設



2020年12月　足利赤十字病院
病診・病病連携推進委員会　地域連携課

■ 東武伊勢崎線「北千住駅」（東武特急りょうもう号）より「足利市駅」まで約1時間
　 「足利市駅」下車　タクシーで6分
■ JR両毛線「足利駅」下車　タクシーで8分／「山前駅」下車　タクシーで3分
■ 北関東自動車道　太田桐生ICより10分／足利ICより20分

地域連携課
■ T  E  L ／ 0284-20-1374（直通）
■ F A X ／ 0284-21-4135
■ E-mail ／ byoushin@ashikaga.jrc.or.jp
■ 担　当／ 石川・松村・永澤・川島

〒326-0843 栃木県足利市五十部町284-1
https://www.ashikaga.jrc.or.jp

よ べ ちょう

案内図
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泌尿器科「ダヴィンチ」始動

▲

内視鏡センターの現状
　～With コロナ時代の対応～

▲

当院におけるロボット支援
　前立腺全摘除術（RARP）の導入

▲

当院における皮膚診療の現状

▲

栃木県災害医療コーディネーター
　について

▲

当院における新型コロナウイルス
　感染症への対応

▲

コメディカル部門

足利赤十字病院　病診・病病連携ニュース 2020年12月 vol.30

理　念
患者の皆さまがかかってよかった
職員のひとりひとりが勤めてよかった

と言える病院を創ります。

放射線科
栄養課

　現在世界中に蔓延している新型コロナウイルス感染症（COVID-19）も災害の一つです。クルーズ船
ダイヤモンド・プリンセス号でのCOVID-19アウトブレイクに際し、私（高橋副院長）を班長とする救護班が
2月14日から16日まで船内活動を行いました。毎日の朝と夕に厚労省の事務官、検疫職員、DMAT、救護
班、医師会、自衛隊員など多職種が集合し、活動報告と刻々と変わる感染状況への対応、活動方針などが話
し合われました。前任の救護班からの申し送りでは、疲弊している医療室スタッフをサポートすることが我々
のミッションでした。当時は37.5℃以上の発熱がCOVID-19のスクリーニングに用いられていました。発熱
患者はDMAT隊員が対応するので、発熱のない即ちCOVID-19でない患者が診療対象のはずでした。し
かし実際は異なりました。最初に診察した患者は68歳の女性、主訴は体動時の息切れで体温36.8℃でし
た。呼吸数24以外は異常を認めませんでしたが、気にかかり胸部レントゲン撮影を行うと両下肺野にすり
ガラス様陰影を認め、明らかにCOVID-19の所
見でした。自衛隊によるPCR検査の後、受け入れ
病院を探し救急搬送しました。３日間で計33人
の患者を診療し、５人
をCOVID-19として下
船させました。任務終
了後は14日間の健康
観察期間に入り、職場
復帰後のPCR検査は全
員陰性でした。今も感
染拡大に歯止めがかか
らず、第三波の到来を
迎えております。どうか
先生方におかれまして
はマスク着用と手指衛
生の徹底をお願いいた
します。

クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」船内活動報告

個人防護具（ＰＰＥ）を着用して
船内活動を行う高橋副院長

クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」で船内活動を行った救護班


